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松丸進 イベロアメリカ研究所 特別研究員
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髙木もえみ 中世思想研究所 特別研究員
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川崎えり ヨーロッパ研究所 特別研究員
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野々村伊純 
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内山智絵 イスラーム研究所 特別研究員

二見優心

4

阿部達也 アジア文化研究所 研究補助員

研 究 機 構 の 「 い ま 」 を ご 紹 介 ！

私 た ち の 研 究

風力発電開発と炭鉱閉山が同時進行する南米コロンビア

のラ・グアヒラ県で、先住民族ワユーの権利と自治をめ

ぐって生じている課題を解説し、地域の文脈と先住民の

文化に即したエネルギー移行の在り方を考えます。

コロンビアのエネルギー移行と

先住民をめぐる課題

20世紀ドイツの哲学者カール・レーヴィットは、「私と

きみ」の関係から人間のあり方を考えました。本発表で

は、その人間論を「共同相互存在」という概念を中心に

紹介します。

「私ときみ」から考える人間

 ―カール・レーヴィットの共同存在論 

神秘思想を紡いだ15世紀の枢機卿ニコラウス・クザーヌ

ス考案の球戯を紹介。渦巻状に転がる窪んだボールと10

個の同心円の的に込められた彼の世界観・人生観を概観

し、「遊びの神秘的な力」について考察します。

枢機卿ニコラウス・クザーヌス

のボウリングゲーム

『リア王』の道化が語る「形のないO」を手がかりに、

タロットや古い世界地図に描かれたOのイメージを辿り

「形のないO」から何が見えてくるのかを考えます。

『リア王』の道化と「形のないO」

「気にしないで、あなたはあなたなのだから。」けれど

も、社会的な位置づけとは別に、「本当の自分」はある

のでしょうか。この問いを哲学、とくに現象学の観点か

ら考えます。

社会的アイデンティティの現象学

既存のトランスジェンダー研究のなかでジェンダー表現

がどのように扱われてきたかを振り返り、近年の研究に

おける課題にジェンダー表現という視点がどのように貢

献できるかを論じます。

トランスジェンダー研究における

「ジェンダー表現」という視点の意義

セネガルのムスリムたちによってSNS上で行われる宗教

的な内容の発信のなかには、自撮りや音楽を交え、極め

て気軽でポップに見えるものもあります。これらを通じ

て、「敬虔さ」とは何か再考することを試みます。

セネガルのムスリムによる

SNS利用と「敬虔さ」

トルコのクルド人地域において、1960年代以降、伝統的

な宗教教育機関であるメドレセは、社会主義・民族主義

運動とどのような関わりをもっていたのか、メドレセの

営みと学生や教師たちの歩みを通じ、知られざるクルド

政治史の一面を紹介します。

メドレセから「革命」的民族運動へ

―メドレセからみたもう一つのクルド政治史

グローバル・コンサーン研究所 特別研究員 グローバル・コンサーン研究所 研究補助員

アメリカ・カナダ研究所 特別研究員
南ひかる
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